
【修学旅行】 【研修旅行】

＜実施数＞ ＜実施数＞

実施数 校数 件数 人数 実施数 校数 件数 人数

公立 123 148 15,559 公立 521 644 13,556

私立 236 362 33,795 私立 501 1,039 25,072

合計 359 510 49,354 合計 1,022 1,683 38,628

＜延べ数＞ ＜延べ数＞

延べ数 校数 件数 人数 延べ数 校数 件数 人数

公立 150 158 16,680 公立 644 663 14,032

私立 351 389 36,932 私立 925 1,066 25,968

合計 501 547 53,612 合計 1,569 1,729 40,000

【修学旅行】 【研修旅行】

＜実施数＞ ＜実施数＞

実施数 校数 件数 人数 実施数 校数 件数 人数

公立 17 17 1,049 公立 187 199 2,534

私立 82 89 6,005 私立 247 359 9,100

合計 99 106 7,054 合計 434 558 11,634

＜延べ数＞ ＜延べ数＞

延べ数 校数 件数 人数 延べ数 校数 件数 人数

公立 19 19 1,193 公立 197 202 2,557

私立 93 97 6,500 私立 337 367 9,566

合計 112 116 7,693 合計 534 569 12,123

①実施数･･･ 1校が1つの修学旅行で複数国訪問した場合でも、1校としてカウントしたもの。（基本となる数字）

②延べ数･･･ 1校が1つの修学旅行で複数国訪問した場合、その訪問国ごとに（校数・件数・人数等）をカウントしたもの。

　　　　　　例：○○高校の修学旅行が、120名で「シンガポール」と「マレーシア」行きを実施した場合。

 　　　　　　　  「マレーシア：1校、1件、120名等」、「シンガポール：1校、1件、120名等」でカウント。

③件数･････ 1校が複数班（科）で、異なる方面・日程・費用等で実施した場合に、複数件としてカウントしたもの。

　　　　　　例1：△△高校の修学旅行が、A班とB班等、班毎で別々の方面で実施した場合。1校2件でカウント。

　　　　　　例2：□□高校の修学旅行が、普通科・特進科・芸術科等、科毎で別々の時期に実施した場合。1校3件でカウント。
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［　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況　（私立中学校）　］

Ⅰ． 調査結果の概要

（１）２０２３（令和５）年度 海外修学旅行の実施状況

［　全国の動向　］

　〇 海外修学旅行が本格的に再開された。

　　 全国４７都道府県中４３都道府県で３５９校（公立１２３校、私立２３６校）の学校が海外修学旅行を

　　 を実施。４９，３５４人（公立１５，５５９人、私立３３，７９５人）の生徒が海外の地を踏んだ。

　　 昨年度の一部再開から２年目にしての、この大きな前進は学校教育における、国際理解への意識の高さを

　　 を意味する。今、海外修学旅行には様々な課題（原油価格等の高騰）があるが、実施に踏み切る学校は

　　 今後、加速度的に増えていくものと考える。

　〇 旅行先（延べ数）では、３８ヶ国・地域に５０１校５３，６１２人が訪問。

　　 訪問国の上位は、オーストラリアの７８校１０，４１８人が最も多く、台湾（９１校１０，１４７人）、

　　 シンガポール（８０校９，９５５人）と続く。昨年度、様々な入国制限により対応が間に合わなかった

　　 海外修学旅行の訪問国として最も多かった台湾は、公立校の再開に伴う需要とともに大きく伸びた。

　　 今後増加傾向にある海外修学旅行だが、深刻な原油高の中実施するために工夫が求められる。訪問国の

　　 選定もその一つであり比較的安価な「韓国」が上位に入ってきている。（既にコロナ前を上回っている）

実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数

335599 551100 4499,,335544 112233 114488 1155,,555599 223366 336622 3333,,779955

5588 8833 55,,111111 99 1100 665544 4499 7733 44,,445577

※グラフは延べ数を基に作成。
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[　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　]
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➀ 実施状況
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